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平成24年ゆ り と

と す

大豊町 広報

数字にみるわがまち
（平成24年 9月 30日現在）

（　）は、前年同月比数

（人口）合計･････････ 4,738人	 （－69）
　　　　	男	･･････････ 2,125人	 （－37）
　　　　	女	･･････････ 2,613人	 （－32）
年少［15歳未満］	･･･････ 225人	 （－9）	 4.75％
老年［65歳以上］	･････ 2,477人	 （－59）	52.28％
世帯数･････････････ 2,586世帯	 （＋5）

お
ー
っ
！

気
合
入
れ
て
い
く
ぞ
ー
っ
！

10月2日　大杉小学校運動会
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前野由和 議員

　

木
材
価
格
の
低
迷
、
円
高

の
進
行
な
ど
困
難
な
下
で
の

操
業
へ
向
け
て
の
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
受
入
れ
の

た
め
に
多
額
の
投
資
を
し
て

い
る
。
税
金
収
入
な
ど
経
済

効
果
の
見
積
り
は
示
せ
る
の

か
。

岩﨑憲郎 町長

　

現
時
点
で
は
施
設
が
未
完

成
で
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

売
上
げ
目
標
20
数
億
円
と
い

う
経
営
計
画
を
も
っ
て
お
り
、

そ
の
面
か
ら
の
推
計
値
は
示

せ
る
。

前
野
由
和
議
員

　

税
収
が
増
え
れ
ば
新
た
な

政
策
展
開
が
で
き
る
。
何
を

す
る
の
か
目
標
を
示
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
事
業
展
開
に
伴

う
課
題
に
取
り
組
む
意
識
の

共
有
が
で
き
、
町
を
あ
げ
た

取
り
組
み
に
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

本
町
唯
一
の
森
林
資
源
を

活
か
し
、
町
の
産
業
と
し
て

根
付
か
せ
て
い
く
施
策
を
展

開
す
る
。

前
野
由
和
議
員

　

嶺
北
地
方
は
長
年
低
空
飛

行
訓
練
に
苦
し
め
ら
れ
て
き

た
。
岩
国
に
２
〜
６
機
が
分

遣
さ
れ
、
静
岡
県
の
キ
ャ
ン

プ
富
士
と
の
間
を
高
度
60
㍍

と
い
う
超
低
空
で
、
し
か
も

夜
間
に
訓
練
が
繰
り
返
さ
れ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
。
開
発
段
階
か
ら
今
日

ま
で
事
故
を
繰
り
返
し
、
36

人
が
死
亡
、
25
人
が
重
軽
傷

を
負
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ

軍
の
装
備
を
分
析
評
価
す
る

責
任
者
の
証
言
で
も
、
機
体

の
構
造
的
欠
陥
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
垂
直
か
ら
水
平
飛

行
モ
ー
ド
切
替
に
12
秒
か
か
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平成24年9月定例会
一般質問

一般質問

高
知
お
お
と
よ
製
材
操
業
に
伴
う

税
収
増
に
よ
る
使
途
の
目
標
は

オ
ス
プ
レ
イ
配
備
と

低
空
飛
行
訓
練
中
止
を

問 

税
収
増
に
よ
る
今
後
の
施
策
展
開
は

答 

本
町
唯
一の
森
林
資
源
を
活
か
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　

産
業
施
策
を
展
開

問 

低
空
飛
行
訓
練
中
止
を
継
続
し
て
訴
え
よ

答 

嶺
北
４
町
村
長
連
名
で

関
係
大
臣
等
へ
意
見
書
提
出

川口南地区造成工事
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三谷幸一郎 議員

　

大
豊
町
公
の
施
設
に
お
け

る
指
定
管
理
者
の
変
更
が

あ
っ
た
、「
お
お
と
よ
ゆ
と

り
す
と
パ
ー
ク
」
の
入
り
込

み
客
数
は
前
年
比
198
％
、「
山

荘
梶
ケ
森
」
の
宿
泊
者
は

118
％
と
増
加
し
て
い
る
。
梶

ケ
森
キ
ャ
ン
プ
場
進
入
道
路

は
、
以
前
よ
り
路
肩
が
崩
れ

て
、
危
険
で
早
急
に
改
修
工

事
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

キ
ャ
ン
プ
場
に
併
設
さ
れ
て

い
る
ト
イ
レ
は
水
が
な
く
、

床
は
滑
り
や
す
く
、
加
え
て

悪
臭
が
あ
り
利
用
し
づ
ら
い

現
状
で
あ
る
。

　

現
在
の
登
山
ブ
ー
ム
や
山

ガ
ー
ル
、
星
ガ
ー
ル
と
若
い

一般質問

一般質問

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
設
置

に
よ
り
集
落
の
活
性
化
を

快
適
な
県
立
自
然
公
園

「
梶
ケ
森
キ
ャ
ン
プ
場
」に

問 

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
設
置
の

見
込
み
は
あ
る
の
か

答 

町
と
地
域
住
民
が
議
論
し
た
結
果
導
入

問 

進
入
道
の
改
修
工
事
・
ト
イ
レ
の
改
善
を

答 

改
修
工
事
は
計
画
中
で
ト
イ
レ
は

適
切
な
維
持
管
理
を
行
う

前
野
由
和
議
員

　

県
下
第
１
号
と
し
て
本
山

町
汗
見
川
に
集
落
活
動
セ
ン

タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
町

内
に
も
集
落
や
地
区
、
団
体

の
継
続
し
た
活
動
が
あ
る
。

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
と
し
て

の
要
件
を
十
分
に
備
え
て
い

る
と
思
う
が
設
置
の
見
込
み

は
あ
る
の
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

町
と
住
民
が
共
に
将
来
を

考
え
、
地
域
に
あ
っ
た
取
り

組
み
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
集
落
活
動
セ
ン

タ
ー
あ
り
き
で
は
な
く
結
果

と
し
て
導
入
す
る
。

前
野
由
和
議
員

　

地
域
の
力
が
極
端
に
な
く

な
っ
て
い
る
集
落
が
あ
る
。

住
み
慣
れ
た
土
地
で
の
生
活

に
見
切
り
を
つ
け
て
、
高
知

市
で
生
活
し
て
い
る
子
ど
も

の
近
く
へ
移
住
し
た
方
も
い

る
。
町
は
ど
う
サ
ポ
ー
ト
し

た
ら
い
い
と
考
え
て
い
る
か
。

　
岩
﨑
憲
郎
町
長

　

地
域
の
絆
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
が
あ
り
、
実
際
に
生

梶ヶ森キャンプ場 

り
、
そ
の
間
500
㍍
以
上
機
体

が
落
下
す
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
超
低
空
で
山
間
部
を
飛

行
す
る
場
合
、
風
の
影
響
を

受
け
や
す
く
、
操
縦
ミ
ス
を

起
こ
し
や
す
い
と
警
告
さ
れ

て
お
り
、
中
止
を
継
続
し
て

訴
え
よ
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

対
応
策
と
し
て
嶺
北
四
町

村
連
名
で
内
閣
総
理
大
臣
、

防
衛
大
臣
、
外
務
大
臣
，
駐

日
ア
メ
リ
カ
大
使
館
あ
て
に

住
民
の
安
全
を
守
る
観
点
か

ら
意
見
書
を
提
出
し
て
い
る
。

女
性
が
梶
ケ
森
を
訪
れ
、
ト

イ
レ
の
使
用
の
頻
度
は
増
し

て
い
る
。
清
潔
な
ト
イ
レ
で

な
け
れ
ば
、
リ
ピ
ー
タ
ー
客

の
増
加
は
見
込
め
な
い
の
で

は
な
い
か
。
矢
筈
山
、
寒
風

山
、
瓶
ケ
森
の
登
山
口
に
あ

る
ト
イ
レ
と
比
較
す
る
と
衛

生
上
、
梶
ケ
森
キ
ャ
ン
プ
場

の
ト
イ
レ
が
著
し
く
劣
る
。

早
急
に
清
潔
で
快
適
な
ト
イ

レ
に
整
備
す
る
必
要
が
あ
る

が
、
こ
の
対
策
は
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

進
入
道
路
改
修
工
事
は
施

工
す
る
べ
く
計
画
を
し
て
い

る
。
キ
ャ
ン
プ
場
ト
イ
レ
は
、

電
気
も
な
い
と
い
う
環
境
で
、

来
訪
客
の
マ
ナ
ー
に
協
力
い

た
だ
き
な
が
ら
、
適
切
な
維

持
管
理
を
行
う
。

活
し
て
い
る
人
が
い
る
。
将

来
に
つ
な
い
で
い
く
視
点
で

物
事
を
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
行
政

の
役
割
が
あ
る
。

前
野
由
和
議
員

　

高
知
お
お
と
よ
製
材
工
場

の
従
業
員
採
用
に
関
し
、
町

内
集
落
に
生
活
の
拠
点
を
置

き
、
地
域
の
守
り
手
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ

と
を
採
用
基
準
の
一
つ
と
す

る
よ
う
要
望
し
た
。

　

週
に
一
度
、
家
の
掃
除
や

畑
の
管
理
を
行
う
一
方
、
集

落
活
動
を
共
に
行
い
地
域
の

担
い
手
と
な
る
の
で
は
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

町
内
で
居
住
し
、
地
域
の

担
い
手
と
な
り
、
町
の
将
来

を
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。
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る
が
、
町
長
と
し
て
可
能
な

限
り
の
指
導
と
有
事
の
際
は

万
全
の
体
制
で
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
徹
底
を
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

職
員
に
は
目
指
す
べ
き
基

本
方
針
と
し
て
、「
ふ
る
さ

と
「
大
豊
」
に
強
い
思
い
を

も
つ
。」「
町
民
と
同
じ
目
線

で
地
域
を
見
る
と
と
も
に
行

動
す
る
。」「
地
域
の
課
題
に

積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
。」
と
い
う
三
つ
の
目
指

す
べ
き
職
員
像
を
示
し
、
職

員
一
人
一
人
が
努
力
を
し
て

い
る
。

費
・
入
院
費
が
安
く
な
っ
て

い
る
。
本
町
の
月
額
介
護
保

険
料
は
安
い
が
、
医
療
費
は

６
位
、
入
院
費
は
１
位
で
あ

る
。
介
護
保
険
を
今
以
上
利

用
を
す
れ
ば
、
医
療
費
・
入

院
費
が
少
な
く
な
る
の
で
は

な
い
か
。
町
長
の
言
う
一
日

で
も
長
く
、
最
後
の
最
後
ま

で
、
自
分
の
家
で
健
康
で
生

活
が
で
き
る
の
で
は
な
い
の

か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

被
保
険
者
の
立
場
に
立
っ

て
、
個
々
人
の
必
要
と
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

三
谷
幸
一
郎
議
員

　

少
子
高
齢
化
が
著
し
い
中
、

町
民
に
と
っ
て
職
員
は
貴
重

な
存
在
で
あ
る
。
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
は
も
と
よ
り
、
地

域
の
経
営
者
で
あ
る
ぐ
ら
い

の
公
僕
意
識
を
持
っ
て
ほ
し

い
。

　

昨
年
の
９
月
上
旬
に
台
風

12
号
に
よ
り
、
紀
伊
半
島
地

方
は
１
４
０
０
㍉
の
途
方
も

な
い
豪
雨
に
よ
っ
て
、
深
層

崩
壊
・
河
道
閉
鎖
（
土
砂
ダ

ム
）
な
ど
に
よ
り
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
た
。

　

こ
の
豪
雨
に
よ
り
、
最
も

甚
大
な
被
害
を
被
っ
た
奈
良

県
十
津
川
村
へ
行
政
視
察
を

行
っ
た
。
復
旧
・
復
興
に
多

忙
な
中
、
更
谷
村
長
は
被
災

後
、
一
番
苦
慮
し
た
こ
と
は

職
員
が
道
路
が
寸
断
し
６
割

し
か
登
庁
で
き
な
く
、
加
え

て
村
全
体
の
被
災
状
況
が
把

握
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で

あ
っ
た
。
地
形
的
、
気
象
的

に
似
通
っ
て
い
る
本
町
も
い

つ
こ
の
よ
う
な
災
害
に
遭
う

か
分
か
ら
な
い
。
近
い
将
来

南
海
ト
ラ
フ
の
プ
レ
ー
ト
移

動
に
よ
り
、
震
度
７
が
２
分

間
激
震
す
る
と
想
定
さ
れ
て

い
る
。
も
し
大
災
害
が
週
休

日
、
祝
祭
日
や
夜
間
に
発
生

し
た
場
合
、
何
割
か
の
職
員

は
町
内
に
は
い
な
い
。
職
員

は
昼
夜
を
問
わ
ず
町
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
の
が
使
命

で
あ
り
、
現
状
で
は
公
務
員

と
し
て
の
使
命
、
責
務
を
果

た
せ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。

更
谷
村
長
が
「
自
分
た
ち
の

村
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と

力
説
し
て
い
た
こ
と
に
つ
き

る
。

  

本
町
職
員
も
「
自
分
た
ち

の
町
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
強
い
愛
町
心
を
も
っ

て
ほ
し
い
も
の
だ
。
居
住
に

つ
い
て
は
法
的
な
制
約
も
あ

一般質問

一般質問

町
職
員
は
地
域
の
経
営
者

介
護
保
険
料
の
現
状
は

問 
町
職
員
は
地
域
の
経
営
者
で
あ
る

と
い
う
公
僕
意
識
を

答 
基
本
的
な
方
針
と
し
て
目
指
す
べ
き

職
員
像
を
示
し
職
務
に
従
事
す
る

問 

県
下
一
保
険
額
が
安
い
要
因
は

答 

地
理
的
条
件
等
に
よ
る

重森一宗 議員

　

県
市
町
村
の
介
護
保
険
料

基
準
額
の
月
額
を
比
較
す
る

と
1
位
が
越
知
町
６
，
２
３

５
円
、
10
位
が
日
高
村
５
，

０
０
０
円
で
あ
る
。
本
町
は

３
，
６
０
０
円
で
34
市
町
村

中
最
も
低
額
で
あ
り
、
県
下

一
保
険
料
が
安
い
が
こ
の
要

因
は
何
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

地
理
的
、
地
形
的
条
件
や

施
設
の
整
備
状
況
、
サ
ー
ビ

ス
実
施
業
者
数
等
に
よ
る
。

重
森
一
宗
議
員

　

老
人
医
療
費
・
入
院
費
に

つ
い
て
み
る
と
、
介
護
保
険

料
の
高
い
市
町
村
は
、
医
療

重
森
一
宗
議
員

　

介
護
認
定
の
申
込
み
か
ら
、

サ
ー
ビ
ス
ま
で
の
手
順
と
日

数
は
。
被
保
険
者
が
サ
ー
ビ

ス
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
ら
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
ま
で
の
期
間

短
縮
を
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

本
人
又
は
家
族
が
申
請
を

行
う
。
そ
の
後
、
担
当
職
員

が
自
宅
を
訪
問
し
て
調
査
を

行
う
と
と
も
に
主
治
医
等
に

意
見
書
の
作
成
を
依
頼
す
る
。

そ
の
調
査
書
と
医
師
の
意
見

書
を
元
に
介
護
認
定
審
査
会

が
認
定
を
行
い
通
知
す
る
。

　

原
則
申
請
か
ら
30
日
以
内

に
決
定
通
知
を
行
う
が
、
認

定
の
効
力
は
申
請
日
に
さ
か

の
ぼ
る
た
め
、
申
請
時
点
か

ら
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
可
能

と
な
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
を
早
く
受
け
た

い
と
き
は
、
自
宅
訪
問
調
査

時
に
、
そ
の
旨
担
当
職
員
に

相
談
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問 

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
図
り
、

医
療
費
・
入
院
費
に
歯
止
め
を　

答 

介
護
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
な
く
総
合
的
に

医
療
を
含
め
た
サ
ー
ビ
ス
で
対
応

問 

要
介
護
認
定
の
流
れ
は

答 

介
護
保
険
法
に
基
づ
き
認
定
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重
森
一
宗
議
員

　

再
造
林
の
補
助
金
は
、
国

51
％
・
県
17
％
と
68
％
で

あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
24
年

度
か
ら
更
に
県
22
％
・
本
町

10
％
の
上
乗
せ
を
行
い
100
％

で
あ
る
。
県
は
24
年
度
再
造

林
を
150
㌶
と
予
測
し
、
付
帯

一般質問

今
後
の
再
造
林
へ
の
支
援
は

問 

再
造
林
の
補
助
金
は
100
％
交
付
さ
れ
る
が
、

　

  

1
㌶
に
か
か
る
経
費
は

答 

約
72
万
円

上池如夫 議員

　

今
後
の
増
設
を
検
討
し
計

画
を
し
て
い
る
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

旧
村
単
位
に
一
箇
所
設
置

と
い
う
こ
と
で
整
備
を
し
た

の
で
、
現
時
点
で
増
設
の
計

画
は
な
い
。

重
森
一
宗
議
員

　

県
は
来
年
度
の
再
造
林
補

助
金
に
つ
い
て
「
経
過
を
見

る
」
と
し
て
い
る
。
現
在
、

国
県
の
補
助
金
68
％
に
本
町

17
％
の
上
乗
せ
を
し
て
85
％

の
下
刈
り
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
し
て
い
る
が
、
平
成

25
年
度
も
継
続
す
る
の
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

高
知
お
お
と
よ
製
材
が
平

成
25
年
度
操
業
開
始
す
る
。

今
後
林
業
を
地
域
の
基
幹
産

業
と
し
て
位
置
付
け
、
持
続

的
な
地
域
産
業
と
し
て
更
に

活
性
化
す
る
た
め
に
も
制
度

の
見
直
し
を
常
に
行
い
な
が

ら
継
続
し
て
い
く
。

重
森
一
宗
議
員

　

森
林
法
で
森
林
の
年
間
成

長
量
し
か
伐
採
で
き
な
い
。

ま
た
、
森
林
経
営
計
画
・
施

業
計
画
の
申
請
を
行
い
認
定

を
受
け
て
い
な
け
れ
ば
再
造

林
等
の
補
助
対
象
に
な
ら
な

い
と
聞
く
が
、
年
間
成
長
量

の
考
え
方
と
、
森
林
経
営
計

画
・
施
業
計
画
の
認
定
を
受

け
て
い
な
け
れ
ば
補
助
金
の

交
付
は
受
け
ら
れ
な
い
の
か
。

上
池
如
夫
議
員

　

現
在
４
箇
所
の
ヘ
リ
ポ
ー

ト
の
中
で
、
東
土
居
ヘ
リ

ポ
ー
ト
で
は
鮎
の
友
掛
け
・

キ
ャ
ン
プ
・
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

を
楽
し
む
来
訪
者
の
車
両
が

駐
車
し
て
い
る
の
が
見
受
け

ら
れ
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
緊

急
患
者
搬
送
を
行
う
た
め
、

飛
来
し
て
く
る
た
び
に
地
域

住
民
は
心
配
を
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
公
民
館
か
ら
、
再

三
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
業
者
に
は

駐
車
し
な
い
よ
う
注
意
喚
起

を
行
っ
て
き
た
。　

  

本
年
の
夏
期
に
は
見
か
ね

問 

下
刈
り
に
対
す
る
補
助
金
は
85
％

交
付
は
継
続
す
る
の
か

答 

林
業
を
地
域
の
産
業
と
し
て

位
置
付
け
る
た
め
に
継
続
す
る

問 

森
林
の
伐
採
制
約
と
補
助
金
と
の
関
連
は

答 

皆
伐
後
に
お
い
て
森
林
計
画
を
樹
立

　

 

す
れ
ば
補
助
金
の
交
付
対
象
と
な
る

問 

と
よ
な
が
ヘ
リ
ポ
ー
ト
へ
の

一
般
車
両
進
入
の
対
応
は

答 

徹
底
し
た
管
理
を
行
う

重
森
一
宗
議
員

　

平
成
15
年
三
位
一
体
の
改

革
に
よ
り
、
町
の
財
政
が
危

機
に
陥
り
、
人
件
費
の
削

減
・
各
種
事
業
の
停
止
・
補

助
金
全
額
カ
ッ
ト
等
を
実
施

し
た
。
そ
の
後
、
９
年
を
経

て
財
政
危
機
は
脱
し
た
が
、

住
民
の
生
活
に
お
い
て
更
な

る
過
疎
高
齢
化
が
進
み
、
収

入
の
減
少
・
集
落
人
口
の
減

少
・
独
居
世
帯
の
増
加
が
著

し
く
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

実
情
下
に
お
い
て
従
来
の
補

助
金
制
度
が
適
合
し
な
く
な

る
現
象
が
現
れ
て
き
て
い
る
。

町
の
財
政
状
況
と
見
合
わ
せ

て
、
検
討
を
す
る
考
え
は
な

い
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

補
助
金
制
度
の
基
本
は
、

公
益
上
必
要
が
あ
る
か
ど
う

か
で
あ
り
、
現
状
に
あ
っ
た

補
助
金
交
付
要
綱
の
見
直
し

は
常
に
行
っ
て
お
り
、
今
後

に
お
い
て
も
実
情
に
合
う
よ

う
検
討
す
る
。

施
設
整
備
と
合
わ
せ
総
額
１

９
８
０
万
円
を
予
算
計
上
し

た
。
本
町
で
の
1
㌶
に
か
か

る
再
造
林
の
経
費
は
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

本
町
で
森
林
組
合
が
受
託

す
る
場
合
、
県
造
林
事
業
標

準
単
価
に
よ
り
約
72
万
円
と

し
て
い
る
が
、
こ
の
額
内
若

し
く
は
少
し
超
え
る
経
費
が

必
要
で
あ
る
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

森
林
の
皆
伐
前
に
森
林
経

営
計
画
・
施
業
計
画
の
認
定

を
受
け
て
い
な
く
て
も
、
皆

伐
後
認
定
を
受
け
れ
ば
補
助

対
象
と
な
る
。

一般質問

一般質問

各
種
補
助
金
交
付
要
綱

の
見
直
し
を

ヘ
リ
ポ
ー
ト
へ
の

一
般
車
両
進
入
問
題

問 
現
状
に
あ
っ
た
補
助
金
制
度
に

答 
公
益
性
が
基
本

問 

ヘ
リ
ポ
ー
ト
増
設
検
討
は

答 

増
設
計
画
は
な
い
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第 442 回（平成 24 年 9 月）定例会

平成24年度補正予算（賛成・全員）

主な使いみち（一般会計歳出）
◇人件費　　
　委員報酬30万円を計上。
◇物件費　　　　　　　　　　
　電算システム改修委託料124万2千円、庁用備品
購入費68万円及び町道舗装用原材料費140万円等
を計上。
◇補助費
　シカ広域捕獲報償費100万1千円、商工会配送事
業費補助金200万円、退職団員（２名）報償費92
万6千円、スポーツ奨励金50万円等を計上。
◇普通建設事業費
　地区集会所整備事業費補助金344万7千円、林道
維持修繕工事費400万円、林道改良・舗装工事費
300万円、町道維持修繕工事費2200万円及び町

道改良・舗装工事費5100万円、生活道開設補助金
200万円、がけくずれ住家防災対策工事費1200
万円等を計上。  
◇繰出金
　国民健康保険特別会計繰出金82万5千円及び介
護保険特別会計繰出金12万6千円を計上。
◇積立金
　公共施設整備基金積立金1億円を計上。

主な使いみち（介護保険特別会計歳出）
　介護サービスの増加対応として、介護予防住宅改
修費100万6千円を計上。

主な使いみち（国民健康保険特別会計歳出）
　療養給付費1240万円及び高額療養費222万円
等を計上。

９月５日開会、９月12日までの８日間の会期で、町長提出の平成 24 年度補正予算３件、条例
等２件、財産の無償譲渡等５件を可決、教育委員会委員任命同意２件、人権擁護委員候補者
推薦適任、閉会中の継続審査・調査付託を決定の上、閉会した。

会　　　計 補　正　額 補正後の額

一　 般　 会 　計 （ 第３回 ） ２億 1134 万円 58 億 3894 万１千円

介護保険特別会計 （ 第２回 ） 100 万６千円 ６億 8711 万７千円

国民健康保険特別会計 （ 第１回 ） 1574 万４千円 ７億 5463 万６千円

て
担
当
課
と
協
議
を
し
、
駐

車
禁
止
等
の
看
板
設
置
、
や

む
を
得
ず
鎖
を
掛
け
万
全
を

期
し
て
き
た
。
今
後
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
４
箇

所
の
徹
底
し
た
維
持
管
理
の

対
応
は
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

平
成
23
年
度
の
４
箇
所
の

ヘ
リ
ポ
ー
ト
か
ら
の
緊
急
患

者
の
輸
送
は
、
馬
瀬
３
回
、

川
口
南
３
回
、
東
土
居
５
回
、

陰
３
回
と
な
っ
て
い
る
。
緊

急
患
者
の
輸
送
は
１
分
１
秒

を
あ
ら
そ
う
も
の
で
あ
り
、

今
後
と
も
徹
底
し
た
管
理
を

行
っ
て
い
く
。

とよながヘリーポート
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条 

例 

の 

一 

部 

改 

正

大
豊
町
立
地
区
集
会
所
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例 

（
賛
成
・
全
員
）

　

永
渕
集
会
所
を
地
域
へ
譲
渡
す
る
た

め
、
条
例
か
ら
当
該
集
会
所
を
除
外
。

新
し
い
学
校
づ
く
り
検
討
委
員
会

設
置
条
例
（
賛
成
・
全
員
）

　

児
童
数
の
減
少
に
伴
い
教
育
環
境
の

整
備
に
向
け
て
、
各
小
学
校
・
保
育
所

の
保
護
者
代
表
等
に
よ
る
委
員
18
人
以

内
で
組
織
す
る
新
し
い
学
校
づ
く
り
検

討
委
員
会
を
設
置
し
、
大
豊
町
立
小
学

校
再
編
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
す
る
。

財
産
の
無
償
譲
渡 

（
賛
成
・
全
員
）

　

大
豊
町
立
集
会
所
と
し
て
管
理
し
て

き
た
永
渕
集
会
所
を
永
渕
集
会
所
管
理

組
合
へ
無
償
譲
渡
。

財
産
の
無
償
貸
付
け 

（
賛
成
・
全
員
）

　

川
口
南
工
業
団
地
に
お
け
る
企
業
誘

致
に
伴
い
、
進
出
企
業
支
援
の
一
つ
と

し
て
、
津
家
字
永
田
１
１
６
０
番
地
14
、

外
26
筆
の
土
地
１
２
４
６
９
平
方
メ
ー

ト
ル
を
操
業
開
始
か
ら
平
成
29
年
３
月

31
日
ま
で
の
期
間
で
、
高
知
お
お
と
よ

製
材
㈱
へ
無
償
貸
付
。

財
産
の
処
分 

（
賛
成
・
全
員
）

　

川
口
南
工
業
団
地
に
お
け
る
企
業
誘

致
に
伴
い
、
進
出
企
業
に
対
し
て
川
口

字
川
口
南
２
０
３
０
番
地
１
外
10
筆
の

土
地
１
６
１
３
２
．
２
６
平
方
メ
ー
ト

ル
、
鉄
骨
造
銅
板
葺
平
屋
建
等
５
棟

５
９
５
６
．
６
５
平
方
メ
ー
ト
ル
の
建

物
を
売
却
。

町
道
の
路
線
一
部
廃
止 

（
賛
成
・
全
員
）

　

川
口
南
工
業
団
地
の
造
成
に
よ
り
、

町
道
川
口
南
工
業
団
地
２
号
線
の
一
部

を
廃
止
。

                                             

財
産
の
無
償
貸
付 

（
賛
成
・
全
員
）

  

川
口
南
工
業
団
地
に
お
け
る
企
業
誘
致

に
伴
い
、
進
出
企
業
支
援
の
一
環
と
し

て
、
川
口
字
川
口
南
２
０
２
９
番
地
外

５
筆
の
土
地
２
２
６
５
平
方
メ
ー
ト
ル

無
償
貸
付
け
。

川口南工業団地第２号線

主 

な 

質 

疑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
回
）

小川智也 議員

　

総
合
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

玄
関
の
駐
車
場
が
満
杯
の
際
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
に
隣
接
す

る
駐
車
場
の
看
板
が
な
く
来

客
者
か
ら
ど
こ
か
分
か
ら
な

い
と
言
う
苦
情
を
聞
く
、
設

置
を
検
討
せ
よ
。

都築純一
総務課長

　

早
急
に
設
置
す
る
。前野由和 議員

　

今
年
４
月
に
厚
生
労
働
者

は
、
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ

ン
を
承
認
し
た
。
対
象
者
へ

の
周
知
は
万
全
か
。
ま
た
、

子
宮
頸
癌
ワ
ク
チ
ン
の
摂
取

率
は
。

今井達也
住民課長

  

対
象
者
の
家
庭
に
は
文
書

に
て
周
知
を
し
た
。
子
宮
頸

癌
ワ
ク
チ
ン
の
摂
取
率
は
、

対
象
者
が
98
名
、
接
種
さ
れ

た
方
が
60
名
、
摂
取
率
は

61.2
％
で
あ
る
。

今井安博 議員

　

シ
カ
は
市
町
村
や
県
境
を

ま
た
が
っ
て
局
部
的
に
異
常

繁
殖
し
て
お
り
、
シ
カ
食
害

被
害
地
域
の
分
散
化
と
広
域

化
を
も
た
ら
し
て
、
も
は
や

一
刻
の
猶
予
も
な
い
事
態
に

直
面
し
て
い
る
。
町
長
は
駆

除
対
策
を
国
や
県
に
対
し
要

請
を
行
っ
て
い
る
か
。

岩﨑憲郎 町長

　

国
有
林
野
所
在
の
首
長
会

や
県
町
村
会
で
意
見
交
換
を

行
い
、
国
、
県
に
対
し
駆
除

対
策
を
要
請
し
て
い
る
。

重森一宗 議員

　

有
害
駆
除
の
わ
な
に
使
用

す
る
ワ
イ
ヤ
ー
等
の
材
料
に

対
す
る
補
助
を
提
案
し
た
が
、

そ
の
結
果
は
。
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宮内伸彦
産業建設課長

  

現
在
、
ワ
イ
ヤ
ー
の
大
き

さ
な
ど
聞
き
取
り
を
し
て
お

り
、
早
急
に
対
応
す
る
。佐藤德治 議員

　

大
豊
町
商
工
会
発
送
事
業

費
補
助
金
200
万
円
の
内
容
は
。

宮
内
伸
彦
産
業
建
設
課
長

　

本
事
業
は
、
買
い
物
弱
者

と
呼
ば
れ
る
高
齢
者
を
主
体

と
し
た
住
民
に
対
し
て
、
商

工
会
員
で
あ
る
商
業
者
が
発

送
事
業
者
と
し
て
、
注
文
を

受
け
た
商
品
を
即
日
、
自
宅

ま
で
届
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
も
の
で
あ
る
。
一
件
当
た

り
の
手
数
料
560
円
（
発
送
料

297
円
・
代
引
手
数
料
263
円
）

の
う
ち
、
300
円
（
残
額
260
円

は
、
購
買
者
150
円
と
事
業
者

110
円
負
担
）
を
補
助
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

こ
の
事
業
は
、
発
送
に
併

せ
て
、
高
齢
者
の
見
守
り
業

務
を
発
送
業
者
に
委
託
を
し
、

官
民
連
携
で
の
高
齢
者
の
安

否
確
認
を
行
う
計
画
で
あ
る
。

人　

事

教
育
委
員
会
委
員
任
命
同
意

 

（
賛
成
・
全
員
）

　

大
豊
町
川
口

２
０
５
０
番
地
49

　

松
高
俊
二

任
期

　

平
成
24
年
10
月
１
日
〜

平
成
28
年
９
月
30
日

大
豊
町
八
畝
858
番
地

  

西
村
富
秋

 

任
期

　

平
成
24
年
10
月
１
日
〜

平
成
28
年
９
月
30
日

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
推
薦

（
賛
成
・
全
員
）

　

大
豊
町
中
村
大
王
720
番
地

  

佐
竹
範
久

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事
業
者

に
よ
る
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
利
用
及
び
化
石
エ
ネ
ル

ギ
ー
原
料
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
で
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
永
続
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
認
め
ら
れ
る
も
の
」
と
し
て
、
太
陽
光
、
風
力
、
水
力
、

地
熱
、
太
陽
熱
、
大
気
中
の
熱
そ
の
他
の
自
然
界
に
存
す

る
熱
、
バ
イ
オ
マ
ス
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
資
源
が
枯
渇
せ
ず
繰
り
返

し
使
え
、
発
電
時
や
熱
利
用
時
に
地
球
温
暖
化
の
原
因
と

な
る
二
酸
化
炭
素
を
ほ
と
ん
ど
排
出
し
な
い
優
れ
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
あ
る
。

　

本
町
で
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
太
陽
光
、
風
力
、
水

力
、
バ
イ
オ
マ
ス
等
が
可
能
で
、
今
後
の
環
境
政
策
、
地

域
政
策
と
し
て
地
域
の
資
源
を
活
か
す
こ
と
か
ら
地
域
の

未
来
を
切
り
開
き
、「
環
境
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
元
気
な

山
村
」
を
目
指
し
て
積
極
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
行
く

必
要
が
あ
る
。

　

委
員
会
条
例
第
５
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
５
人
の
委
員

を
も
っ
て
構
成
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
調
査
特

別
委
員
会
を
設
置
。
こ
の
委
員
会
に
付
託
の
上
、
調
査
終

了
ま
で
閉
会
中
の
継
続
審
査
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　
　
　

委
員
長　
　

佐
藤　

德
治

　
　
　

副
委
員
長　
　

今
井　

安
博

　
　
　

委　
　

員　
　

重
森　

一
宗

　
　
　

委　
　

員　
　

都
築　

正
光

　
　
　

委　
　

員　
　

西
村　

正
尚

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

調
査
特
別
委
員
会
設
置

行

報
政

告

○
大
豊
町
中
学
校
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
全
国
大
会
出
場

吉松英喜
教育長

　

８
月
12
日
か
ら
大
阪
市
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
、
第
12

回
全
日
本
中
学
生
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
に
高
知
県
代
表

と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。
初

戦
沖
縄
県
代
表
の
与
勝
中
学

校
と
対
戦
し
、
善
戦
し
た
が

惜
し
く
も
敗
退
し
ま
し
た
。

○
大
豊
町
中
学
校
３
年
生
海

外
研
修
終
了

（
吉
松
英
喜
教
育
長
）

　

７
月
29
日
か
ら
８
月
７
日

ま
で
の
10
日
間
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
ビ
ク
ト
リ
ア
州
ヘ

イ
リ
ベ
リ
ー
カ
レ
ッ
ジ
校
の

訪
問
と
３
日
間
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
な
ど
を
中
心
に
研
修
し

ま
し
た
。
特
に
学
校
訪
問
や

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
同
校

の
教
職
員
や
保
護
者
の
方
々

に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
後
、
生
徒
に
は
国
際
的

視
野
に
立
ち
、
こ
の
貴
重
な

体
験
を
自
分
の
将
来
に
活
か

し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

　

本
研
修
に
当
た
り
、
ご
協

力
頂
き
ま
し
た
保
護
者
の
皆

さ
ん
を
始
め
関
係
各
位
に
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。  

○
大
豊
町
長
選
挙
・
議
会
議
員

補
欠
選
挙
の
投
票
日
決
定

石川靖郎
選挙管理委員長

　

平
成
24
年
12
月
18
日
に
任

期
満
了
を
迎
え
る
大
豊
町
長

選
挙
に
つ
い
て
は
、去
る
９
月

２
日
の
定
例
委
員
会
に
お
い

て
、11
月
20
日
告
示
、11
月
25

日
投
票
と
決
定
し
ま
し
た
。

  

議
会
議
員
補
欠
選
挙（
１

名
）に
つ
い
て
も
同
時
に
実
施

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

オーストラリア研修
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意 

見 

書

欠
陥
機
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
・
低
空
飛
行

訓
練
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書

（
賛
成
者
・
全
員
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
長　

今
井
安
博

　

日
米
政
府
は
地
元
住
民
が
こ
ぞ
っ
て
反

対
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
墜
落
を

繰
り
返
す
欠
陥
機
Ｍ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
を

７
月
に
米
軍
岩
国
基
地
に
陸
揚
げ
し
、
安

全
性
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
い
か
な
る
飛
行

運
用
も
行
わ
な
い
と
明
言
し
て
い
る
も
の

の
、
沖
縄
普
天
間
基
地
に
配
備
す
る
計
画

を
変
え
よ
う
と
し
て
い
な
い
。
そ
の
う
え

米
軍
が
勝
手
に
設
定
し
た
、
高
知
県
な
ど

に
あ
る
オ
レ
ン
ジ
ル
ー
ト
を
は
じ
め
６
本

の
「
低
空
飛
行
訓
練
ル
ー
ト
」
に
お
い
て

低
空
飛
行
訓
練
を
実
施
す
る
計
画
ま
で
明

ら
か
に
し
て
い
る
。

　

こ
の
オ
ス
プ
レ
イ
機
は
開
発
段
階
か
ら

重
大
事
故
を
繰
り
返
し
、
４
月
に
は
ア
フ

リ
カ
の
モ
ロ
ッ
コ
で
、
６
月
に
も
ア
メ
リ

カ
の
フ
ロ
リ
ダ
で
墜
落
を
し
て
い
る
。
し

か
も
オ
ス
プ
レ
イ
は
飛
行
中
に
エ
ン
ジ
ン

が
停
止
し
た
際
、
普
通
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
あ
る
機
体
の
降
下
に
よ
る
空
気
の
流
れ

で
プ
ロ
ペ
ラ
を
回
し
、
浮
力
を
得
て
着
陸

す
る
「
オ
ー
ト
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
」
機
能

が
な
い
。
エ
ン
ジ
ン
が
停
止
す
れ
ば
墜
落

す
る
し
か
な
い
欠
陥
機
を
日
本
に
配
備
す

る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
し
か
も
我
が
県

民
の
住
む
上
空
を
低
空
で
飛
行
す
る
な
ど

絶
対
許
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

平
成
17
年
に
米
軍
機
の
低
空
飛
行
訓
練

中
に
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
失
神
し
、
墜
落
事
故

を
起
こ
し
、
２
人
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
亡
く

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
高
知
県
で
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
、

昨
年
１
年
間
に
375
回
運
行
し
て
お
り
、
こ

の
ヘ
リ
と
の
衝
突
事
故
が
危
惧
さ
れ
、
低

空
飛
行
訓
練
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
。

　

よ
っ
て
、
オ
ス
プ
レ
イ
を
日
本
領
土
に

配
備
さ
せ
な
い
こ
と
。
米
軍
機
の
低
空
飛

行
訓
練
を
中
止
さ
せ
る
こ
と
を
、
内
閣
総

理
大
臣
等
へ
意
見
書
を
提
出
す
る
。

地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る「
地
方
財
源

を
確
保・充
実
す
る
仕
組
み
」の
構
築
を
求

め
る
意
見
書 

（
賛
成
者
・
全
員
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
長　

今
井
安
博

　
　

　

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
温
室
効
果

ガ
ス
の
削
減
は
、
わ
が
国
の
み
な
ら
ず
地

球
規
模
の
重
要
か
つ
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
森
林
の
も
つ
地
球
環
境
保
護
、

国
土
の
保
全
、
水
資
源
の
涵
養
、
自
然
環

境
の
保
持
な
ど｢

森
林
の
公
益
的
機
能｣

に
対
す
る
国
民
の
関
心
と
期
待
は
大
き
く

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
わ
が
国
は
京
都
議
定
書
に
お
い

て
、
第
１
約
束
期
間
で
あ
る
平
成
20
年
か

ら
平
成
24
年
ま
で
の
間
に
、
温
室
効
果
ガ

ス
を
６
㌫
削
減
す
る
こ
と
が
国
際
的
に
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
3.8
㌫

を
森
林
吸
収
量
に
よ
り
確
保
す
る
と
し
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、「
地
球
温
暖
化
対
策
の

た
め
の
税
」
が
平
成
24
年
10
月
に
導
入
さ

れ
る
一
方
、「
森
林
吸
収
源
対
策
な
ど
の
地

球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
地
方
の
財
源
確

保
」
に
つ
い
て
は
、「
平
成
24
年
度
税
制
改

正
大
綱
」
に
お
い
て
、「
平
成
25
年
度
実
施

に
向
け
た
成
案
を
得
る
べ
く
更
に
検
討
を

進
め
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

も
と
よ
り
、
地
球
温
暖
化
防
止
を
よ
り

確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
森
林
の

整
備
・
保
全
等
の
森
林
吸
収
源
対
策
や
豊

富
な
自
然
環
境
が
生
み
出
す
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
な
ど
の
取
り
組
み
を
、

山
村
地
域
の
市
町
村
が
主
体
的
・
総
合
的

に
実
施
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
市
町
村
で
は
、

木
材
価
格
の
暴
落
・
低
迷
や
林
業
従
事
者

の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
な
ど
厳
し
い
情

勢
に
あ
り
、
森
林
吸
収
源
対
策
な
ど
の
地

球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
む
た
め
の
恒
久

的
・
安
定
的
な
財
源
が
大
幅
に
不
足
し
て

い
る
。

　

よ
っ
て
、
二
酸
化
炭
素
吸
収
源
と
し
て

最
も
重
要
な
機
能
を
有
す
る
森
林
の
整

備
・
保
全
等
を
推
進
す
る
市
町
村
の
役
割

を
踏
ま
え
、「
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の

税
」
の
一
定
割
合
を
、
森
林
面
積
に
応
じ

て
譲
与
す
る
「
地
方
財
源
を
確
保
・
充
実

す
る
仕
組
み
」
を
早
急
に
構
築
す
る
こ
と

を
、
内
閣
総
理
大
臣
等
へ
意
見
書
を
提
出

す
る
。

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
充
実
を
求
め
る

意
見
書 

（
賛
成
者
・
全
員
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
長　

今
井
安
博

　

近
年
、
野
生
生
物
に
よ
る
農
作
物
の
被

害
は
、
深
刻
な
状
態
に
あ
り
、
そ
の
被
害

は
経
済
的
損
失
に
と
ど
ま
ら
ず
、
農
家
の

生
産
意
欲
を
著
し
く
減
退
さ
せ
、
ひ
い
て

は
農
村
地
域
社
会
の
崩
壊
を
招
き
か
ね
な

い
な
ど
、
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　

本
県
の
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
業

被
害
額
は
、
こ
こ
数
年
、
２
億
円
か
ら

３
億
円
と
高
ど
ま
り
で
推
移
（
平
成
22
年

度
は
約
２
億
４
６
０
０
万
円
）
し
て
お
り
、

そ
の
被
害
は
農
林
業
へ
の
直
接
的
な
被
害

に
と
ど
ま
ら
ず
、
山
林
の
荒
廃
を
招
き
、

豪
雨
時
の
土
砂
流
出
被
害
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。

　

平
成
20
年
２
月
に
は
、「
鳥
獣
に
よ
る
農

林
水
産
業
等
に
係
る
被
害
の
防
止
の
た
め

の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ

れ
、
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
交
付
金
の

支
給
や
地
方
交
付
税
の
拡
充
、
都
道
府
県

か
ら
市
町
村
へ
の
捕
獲
許
可
の
権
限
移
譲

な
ど
、
各
種
支
援
の
充
実
が
図
ら
れ
て
き
た
。

　

本
県
に
お
い
て
も
、
狩
猟
期
に
お
け
る

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
捕
獲
に
対
し
て
独
自
の
捕

獲
補
償
金
制
度
を
創
設
す
る
な
ど
市
町
村

に
お
け
る
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
や
被
害
防
除

を
支
援
し
て
き
た
が
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
・
イ

ノ
シ
シ
・
サ
ル
等
の
生
息
数
の
増
加
に
歯

ど
め
が
か
か
ら
ず
、
被
害
の
軽
減
ま
で
に

は
至
っ
て
な
い
。
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特別委員会の動き

 再生可能エネルギー対策調査特別委員長　佐藤　德治

　

９
月
24
日
か
ら
25
日
の
二

日
間
、
福
島
県
に
お
い
て
、

間
伐
材
等
の
供
給
会
社
の
㈲

六
和
林
業
、
間
伐
材
の
未
利

用
材
を
チ
ッ
プ
化
し
発
電
所

な
ど
へ
の
供
給
会
社
㈱
ノ
ー

リ
ン
、
間
伐
材
等
100
㌫
の

チ
ッ
プ
を
利
用
し
発
電
し
て

い
る
㈱
グ
リ
ー
ン
発
電
会
津

の
視
察
を
行
っ
た
。

　

㈲
六
和
林
業
は
30
㌶
の
団

地
化
を
行
う
た
め
自
ら
経
営

計
画
を
樹
立
し
、
木
を
植
え
、

木
を
切
り
、
木
を
育
く
む
会

社
で
、
間
伐
材
の
供
給
は
㈱

ノ
ー
リ
ン
へ
出
荷
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
民
間
会
社
は
ま

れ
で
あ
り
、
ノ
ー
リ
ン
へ
安

定
的
に
出
荷
で
き
る
こ
と
が

大
き
な
要
因
で
あ
る
と
推
測

す
る
。

　

㈱
ノ
ー
リ
ン
は
以
前
、

チ
ッ
プ
を
製
紙
会
社
を
主
体

に
供
給
し
て
い
た
が
、
林
業

の
活
性
化
を
目
指
す
た
め
、

木
材
を
100
㌫
活
用
（
建
築
材

25
㌫
・
製
紙
用
25
㌫
・
未
利

用
材
50
㌫
）
す
る
た
め
、
未

利
用
材
を
チ
ッ
プ
化
し
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
燃
料

と
し
て
長
期
的
か
つ
継
続

的
に
使
用
す
る
こ
と
で
、
地

域
林
業
の
活
性
化
や
森
林
の

持
続
的
な
再
生
へ
の
仕
組
み

づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。
山

元
か
ら
の
間
伐
材
の
仕
入
れ

単
価
は
、
㌧
当
た
り
５
千
円

で
、
チ
ッ
プ
化
し
て
約
８
千

円
で
㈱
グ
リ
ー
ン
発
電
会
津

な
ど
へ
供
給
を
行
っ
て
い
る
。

チ
ッ
プ
は
間
伐
材
だ
け
で
は

な
く
枝
も
利
用
し
て
お
り
、

ま
さ
に
100
㌫
活
用
さ
れ
山
元

が
元
気
に
な
る
源
と
な
っ
て

い
る
。

　

㈱
グ
リ
ー
ン
発
電
会
津
は
、

ノ
ー
リ
ン
か
ら
供
給
さ
れ
た

チ
ッ
プ
を
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
に
よ
り
生
ま
れ
た
電
気

を
電
力
会
社
の
送
電
網
を
使

用
し
、
一
般
家
庭
等
に
供
給

す
る
発
電
事
業
者
で
あ
る
。

特
に
、
未
利
用
材
を
100
㌫
活

用
し
発
電
し
て
い
る
の
は
全

国
で
第
１
号
で
あ
る
。

　

運
転
開
始
は
本
年
７
月
、

発
電
規
模
約
５
千
㌗
（
約

１
万
世
帯
分
）、
燃
料
使
用

料
年
間
約
６
万
㌧
（
木
質

チ
ッ
プ
・
水
分
40
㌫
）
稼
働

時
間
24
時
間
で
あ
る
。

　

こ
の
発
電
所
の
ポ
イ
ン
ト

　

今
後
、
生
息
域
の
拡
大
を
続
け
る
野
生

生
物
に
よ
る
被
害
防
止
を
確
実
な
も
の
と

す
る
た
め
に
は
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面

に
よ
る
地
域
ぐ
る
み
の
被
害
防
止
活
動
の

促
進
や
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
、
狩
猟
者
の
育

成
・
確
保
、
被
害
農
林
業
家
へ
の
よ
り
広

域
な
支
援
な
ど
の
対
策
の
強
化
が
不
可
欠

で
あ
る
。

　

ま
た
、
野
生
生
物
の
保
護
並
び
に
被
害

防
止
対
策
の
た
め
の
適
切
な
個
体
管
理
数

の
上
か
ら
も
、
正
確
な
頭
数
の
把
握
は
欠

か
せ
な
い
が
、
そ
の
調
査
方
法
は
い
ま
だ

十
分
な
も
の
と
は
い
え
ず
、
早
期
の
確
立

が
望
ま
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
鳥
獣
被

害
防
止
対
策
の
充
実
を
図
る
た
め
、
地
方

自
治
体
が
行
う
鳥
獣
被
害
防
止
施
策
に
対

す
る
財
政
支
援
を
充
実
す
る
こ
と
。
専
門

的
な
知
識
や
経
験
に
立
脚
し
た
人
材
の
養

成
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
取
り
組
み

に
対
す
る
技
術
指
導
な
ど
を
含
め
た
人
的

支
援
を
強
化
す
る
こ
と
。
有
害
鳥
獣
の
正

確
な
生
息
数
及
び
生
息
域
の
把
握
が
で
き

る
調
査
方
法
を
確
立
す
る
こ
と
。
国
を
挙

げ
て
総
合
的
な
被
害
対
策
に
取
り
組
む
こ

と
を
、
内
閣
総
理
大
臣
等
へ
意
見
書
を
提

出
す
る
。

西峰沖　シカ食害

（株）ノーリン

㈱グリーン発電会津等視察
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奈良県十津川村の
深層崩壊現場視察

　

平
成
24
年
8
月
23
日
か
ら

24
日
に
、
大
豊
町
議
会
・
本

山
町
議
会
・
大
川
村
議
会
が

合
同
で
視
察
を
行
っ
た
。
平

成
23
年
９
月
に
高
知
県
東
部

に
上
陸
し
た
台
風
12
号
に
よ

り
、
十
津
川
村
で
は
総
雨
量

１
３
５
８
㍉
と
い
う
豪
雨
で
、

総
面
積
260
㌶
の
山
腹
（
深

層
）
崩
壊
が
村
内
各
地
で
発

生
し
、
河
道
閉
塞
（
土
砂
ダ

ム
）
に
よ
っ
て
、
甚
大
な
被

害
を
被
っ
た
。
そ
の
後
、
復

旧
・
復
興
は
着
々
と
進
ん
で

い
る
。

　

豪
雨
に
よ
る
山
腹
（
深

層
）
崩
壊
は
す
さ
ま
じ
く
、

一
箇
所
40
㌶
崩
壊
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
河
道
閉

塞
を
伴
う
大
規
模
土
砂
災
害

で
崩
壊
土
砂
量
が
大
き
い
栗

平
地
区
で
は
崩
壊
土
砂
量
約

１
３
９
０
万
立
法
㍍
、
貯
水

量
750
万
立
法
㍍
、
長
殿
谷
地

区
で
は
崩
壊
土
砂
量
約
680
万

立
法
㍍
、
貯
水
量
270
万
立
法

㍍
に
も
達
し
、
道
路
崩
壊
、

停
電
な
ど
に
よ
り
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
が
寸
断
さ
れ
、
災
害
対

策
本
部
を
設
置
し
て
も
、
全

職
員
が
登
庁
で
き
な
い
、
住

民
と
の
連
絡
が
取
れ
な
い
、

村
全
体
の
災
害
状
況
が
把
握

で
き
な
い
な

ど
課
題
は
山

積
し
た
状
況

で
あ
っ
た
。

　

被
害
が
明

ら
か
に
な
っ

て
い
く
中
、

国
や
県
、
村

よ
り
も
い
ち

早
く
地
域
の

自
主
避
難
者

の
誘
導
や
倒

木
除
去
、
土

の
う
積
み
、

警
戒
な
ど
を

始
め
た
の

が
、
地
元
の

消
防
団
員
の
活
動
で
あ
っ
た
。

団
員
は
被
災
者
や
災
害
弱
者

の
支
援
や
救
援
を
行
い
な
が

ら
、
携
帯
電
話
や
固
定
電
話

の
通
信
手
段
が
途
絶
え
る
中

で
、
防
災
無
線
や
ア
マ
チ
ュ

ア
無
線
で
昼
夜
を
問
わ
ず
、

地
域
の
情
報
を
対
策
本
部
へ

連
絡
を
入
れ
る
な
ど
、
そ
の

功
績
は
甚
大
な
も
の
が
あ
っ

た
。
防
災
担
当
課
で
は
、
こ

の
災
害
前
に
情
報
通
信
手
段

と
し
て
、
携
帯
の
衛
星
電
話

を
検
討
し
て
い
た
が
、
予
算

化
に
至
っ
て
い
な
く
後
悔
す

る
と
い
う
説
明
が
印
象
的
で

あ
っ
た
。

　

十
津
川
村
で
は
山
を
守
る

こ
と
。
川
を
治
め
る
こ
と
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
守
る
こ
と
。

人
を
守
る
こ
と
。
地
球
環
境

を
守
る
こ
と
。
以
上
５
点
に
、

村
が
存
在
す
る
価
値
と
責
務

を
位
置
づ
け
て
、
復
興
へ
の

一
歩
を
力
強
く
踏
み
出
し
て

い
る
。

　

十
津
川
に
学
び
、
避
け
ら

れ
な
い
災
害
か
ら
、
町
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
こ
と
を

第
一
と
し
、
被
害
を
最
小
に

く
い
止
め
る
対
策
が
必
要
で

あ
る
。

　十津川村役場

は
、
山
林
未
利
用
材
を
安
定

的
に
調
達
し
、
高
品
質
の
山

の
電
気
を
製
造
し
、
全
量
買

取
制
度
若
し
く
は
こ
れ
以
上

の
高
品
質
の
電
気
を
求
め
る

需
要
家
に
販
売
す
る
。
そ
の

結
果
、
山
側
の
整
備
費
用
が

生
ま
れ
、
植
林
・
育
林
が
活

性
化
し
、
使
用
す
る
資
源
の

数
量
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

こ
と
で
、
恒
久
的
な
資
源
循

環
が
達
成
で
き
る
。

　

波
及
効
果
と
し
て
、
雇
用

の
創
出
（
発
電
所
運
転
員
12

人
・
木
質
燃
料
出
荷
及
び
集

材
60
人
）、
環
境
負
荷
低
減

（
二
酸
化
炭
素
削
減
）、
派

生
的
効
果
①
成
長
木
伐
採
に

よ
る
高
価
木
種
の
育
成
・
幼

木
植
樹
に
よ
る
二
酸
化
炭
素

の
削
減
。
②
間
伐
材
利
用
に

よ
る
林
地
・
林
道
整
備
・
発

酵
に
よ
る
メ
タ
ン
ガ
ス
減

少
。
③
治
山
治
水
・
水
源
か

ん
養
・
生
態
系
保
全
。
④
森

林
・
産
業
観
光
及
び
森
林
吸

収
機
能
の
深
化
に
対
し
て
は

効
果
大
で
あ
る
。

　

こ
の
視
察
を
終
え
、
本
町

の
最
大
の
資
源
で
あ
る
森
林

の
環
境
財
、
経
済
財
両
面
か

ら
考
慮
し
、
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
所
を
検
討
し
「
環
境
に
優

し
い
100
年
の
森
づ
く
り
」
を

望
む
。                        

※
バ
イ
オ
マ
ス

　

発
電
所
の

　

仕
組
み

　

木
質
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
と
は
、

間
伐
材
な
ど
の

山
林
未
利
用
材

を
燃
焼
し
た
熱

で
蒸
気
を
作
り
、

そ
の
蒸
気
の
圧

力
で
タ
ー
ビ
ン

を
回
し
て
電
気

を
作
る
こ
と
を

い
う
。

　（株）グリーン発電会津
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８
月
29
日
に
わ
が
国
初
の

バ
イ
オ
マ
ス
（
未
利
用
材
・

廃
材
チ
ッ
プ
だ
け
を
燃
料
）

発
電
所
の
視
察
を
行
っ
た
。

　

こ
の
発
電
所
は
、
木
か
ら

生
ま
れ
た
電
気
を
供
給
す
る

「
環
境
性
と
経
済
性
の
両

立
」
を
目
指
す
画
期
的
な
発

電
所
で
あ
る
。
燃
料
は
木
質

チ
ッ
プ
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
循
環
流
動
層
ボ
イ

ラ
ー
、
蒸
気
発
生
量
45
ｔ
／

ｈ
、
発
電
出
力
１
万
kw
／
ｈ
．

Ｒ
Ｐ
Ｓ
法
で
の
売
電
事
業
で

あ
る
。

　

燃
料
は
製
材
業
者
、
土
木

業
者
、
造
園
業
者
、
林
家
、

解
体
業
者
、
農
家
が
中
間
処

理
業
者
へ
持
ち
込
ん
だ
材
料

を
燃
料
供
給
業
者
が
チ
ッ
プ

化
（
木
片
で
は
な
く
細
か
く

砕
い
て
バ
ー
ク
堆
肥
に
す
る

際
の
加
工
の
よ
う
に
微
細

化
）
し
た
も
の
を
利
用
し
て

い
る
。

　

発
電
機
の
型
式
は
三
相
交

流
同
期
発
電
機
で
出
力
は

１
１
１
１
２
Ｋ
Ｖ
Ａ
で
、
一

般
家
庭
に
換
算
す
る
と
約

１
万
世
帯
分
の
電
気
を
供
給

で
き
る
。

　

発
電
所
の
プ
ラ
ン
ト
建
設

地
周
辺
で
の
心
配
は
騒
音
と

煤
煙
で
あ
る
。
プ
ラ
ン
ト
外

部
で
は
普
通
に
会
話
が
で
き
、

「
静
か
だ
ね
」
が
感
想
で

あ
っ
た
。
煤
煙
に
つ
い
て
は
、

バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
と
い
う
フ

ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
（
燃
焼
後
の

微
小
な
灰
）
を
集
塵
除
去
す

る
装
置
が
取
り
付
け
ら
れ
て

い
る
。
燃
焼
に
よ
り
発
生
す

る
窒
素
酸
化
物
は
制
御
室
で

監
視
さ
れ
中
和
固
定
さ
れ
て

い
る
。

　

電
気
固
定
価
格
買
取
制
度

が
去
る
７
月
１
日
よ
り
ス

タ
ー
ト
し
た
。
バ
イ
オ
マ

ス
・
固
形
燃
料
木
材
は
13.65
円

〜
33.6
円
／
１
ｋ
ｗ
ｈ
と
な
っ

て
い
る
。
再
生
可
能
な
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
は
今
世

紀
に
課
せ
ら
れ
た
至
上
命
題

で
あ
る
。
一
方
、
本
町
の
財

産
で
あ
る
木
材
を
100
㌫
活
用

し
、
木
材
価
格
が
低
迷
し
て

い
る
中
、
山
元
が
元
気
に
な

る
取
り
組
み
と
し
て
調
査
と

研
究
を
重
ね
実
現
化
に
向
け

て
検
討
す
る
こ
と
望
む
。

　

７
月
12
日
北
海
道
美
瑛
町

に
お
い
て
、
第
19
回
定
期
総

会
が
開
催
さ
れ
、
本
議
員
連

盟
副
会
長
で
あ
る
今
井
安
博

議
員
が
出
席
し
た
。

　

本
議
員
連
盟
は
平
成
６
年

に
設
立
さ
れ
、
現
在
全
国
314

市
町
村
議
会
の
加
盟
に
よ
り
、

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

本
議
員
連
盟
は
、
森
林
が

果
た
す
公
益
的
機
能
と
、
そ

の
重
要
性
を
広
く
国
民
に
訴

え
る
と
と
も
に
、
森
林
・
林

業
・
山
村
対
策
の
抜
本
的
な

強
化
を
図
る
た
め
、
二
酸
化

炭
素
排
出
源
を
課
税
対
象
と

し
て
最
も
重
要
な
機
能
を
有

す
る
森
林
の
整
備
・
保
全
等

を
市
町
村
が
推
進
す
る
た
め

に
必
要
な
地
方
財
源
を
確
保

す
る
た
め
の
、
新
た
な
税
財

源
で
あ
る
「
全
国
森
林
環
境

税
」
の
早
期
実
現
を
目
指
し

て
、
全
国
の
関
係
市
町
村
議

会
が
一
致
団
結
し
、
よ
り
強

力
に
運
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

こ
の
永
年
の
活
動
の
効
果

も
あ
り
、
平
成
23
年
度
、
平

成
24
年
度
に
お
い
て
、
具
体

的
な
地
方
財
政
の
確
保
・
充

実
策
と
し
て
平
成
25
年
度
の

実
施
に
向
け
た
成
案
が
得
ら

れ
る
ま
で
の
間
の
措
置
と
し

㈱ミツウロコ岩国
発電所視察

全国森林環境税創設促進
　議員連盟第19回定期総会開催

　（株）ミツウロコ岩国発電所
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て
、
地
方
公
共
団
体
が
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
森
林

吸
収
源
対
策
等
を
一
層
支

援
す
る
た
め
、
従
来
の
森

林
・
林
業
振
興
対
策
に
加
え
、

「
地
球
温
暖
化
対
策
暫
定
事

業
費
」
を
地
方
財
政
計
画
に

臨
時
特
別
枠
と
し
て
予
算
措

置
さ
れ
た
。
事
業
費
総
額
は

100
億
円
（
都
道
府
県
分
50
億

円
、
市
町
村
分
50
億
円
）
で
、

全
国
の
市
町
村
に
は
森
林
面

積
（
公
有
及
び
私
有
の
林
野

面
積（
ha
）×
294
円
）
に
よ
り

配
分
さ
れ
、
平
成
23
年
度
は

普
通
交
付
税
で
723
万
1
千
円

交
付
さ
れ
、
本
年
度
も
交
付

さ
れ
る
。

　

本
議
員
連
盟
の
活
動
と
し

て
は
、
全
国
創
設
促
進
連
盟

（
市
町
村
長
の
組
織
）
が
連

携
し
て
衆
参
両
院
の
全
国
会

議
に
要
請
活
動
を
実
施
し
、

本
連
盟
の
活
動
も
今
年
が
正

に
正
念
場
で
あ
る
と
の
認
識

の
も
と
、
そ
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。

　

８
月
３
日
愛
媛
県
東
温
市

に
お
い
て
、
第
12
回
定
期
総

会
が
開
催
さ
れ
、
都
築
正
光

議
長
が
副
会
長
に
就
任
し
た
。

　

平
成
13
年
に
設
立
さ
れ
た

本
議
員
連
盟
は
、
現
在
36
市

町
村
議
会
の
加
盟
に
よ
り
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
本
年
度

も
引
き
続
い
て
四
国
４
県
の

全
市
町
村
議
会
の
加
入
を
目

指
し
、
組
織
加
入
要
請
活
動

を
積
極
的
に
行
う
と
と
も
に
、

四
国
は
一
つ
の
意
識
で
会
員

相
互
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
よ

り
強
固
に
構
築
し
、
関
係
機

関
と
情
報
交
換
を
密
に
し
な

が
ら
、
環
境
保
全
や
森
林
保

全
に
努
め
、
水
害
及
び
土
砂

災
害
か
ら
住
民
の
生
命
と
財

産
を
守
り
、
豊
か
で
活
力
あ

る
社
会
と
安
全
で
快
適
な
生

活
の
実
現
に
向
け
、
砂
防
事

業
・
地
す
べ
り
対
策
事
業
等

土
砂
災
害
対
策
事
業
に
関
す

る
予
算
要
望
及
び
土
砂
災
害

警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂

災
害
防
止
対
策
に
関
す
る
法

律
制
定
等
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
い
く
。

第12回四国土砂防災ネットワーク
議員連盟定期総会開催

副会長今井安博議員閉会挨拶

　
　

編　

集　

後　

記　

　

広
報
編
集
委
員
会
の
一
員
で
あ
る
小
川
議
員
が
、
先
日
め

で
た
く
結
婚
式
を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
高
齢
者
の
ご
訃
報
が

多
い
中
、
飛
び
切
り
の
お
め
で
た
い
朗
報
に
接
し
本
当
に
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
よ
き
伴
侶
を
得
た
彼
の
今
後
の
活
躍
を
期

待
す
る
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
９
月
は
敬
老
会
が
各
地
で
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
台

風
の
影
響
で
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
地
域
も
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
敬
老
の
日
は
、
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
に
よ

れ
ば
、「
多
年
に
渡
り
社
会
に
尽
く
し
て
き
た
老
人
を
敬
愛

し
、
長
寿
を
祝
う
」
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

元
来
敬
老
の
日
は
、
兵
庫
県
多
可
郡
野
間
谷
村
の
村
長
が

昭
和
22
年
に
提
唱
し
た
「
と
し
よ
り
の
日
」
が
始
ま
り
で

す
。「
老
人
を
大
切
に
し
、
年
寄
り
の
知
恵
を
借
り
て
村
づ

く
り
を
し
よ
う
」
と
、
農
閑
期
で
気
候
も
良
い
9
月
中
旬
の

15
日
を
「
と
し
よ
り
の
日
」
と
定
め
、
当
時
か
ら
敬
老
会
を

開
い
て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
昭
和
25
年
か
ら
は
兵
庫
県
全

体
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
後
に
全
国
に
広
が
っ
た
よ
う

で
す
。
昭
和
39
年
に
は
「
と
し
よ
り
」
と
い
う
表
現
は
「
老

人
の
日
」
と
改
称
さ
れ
、
更
に
翌
年
、
国
民
の
祝
日
「
敬
老

の
日
」
と
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
の
日
浦
集
落
で
は
、
大
正
時
代
か
ら
敬
老
会
を
開
催

し
て
お
り
、
本
年
で
99
回
目
に
な
る
と
お
聞
き
ま
し
た
。
来

年
は
100
回
目
を
迎
え
、
大
正
か
ら
一
回
も
欠
か
さ
ず
開
催
し

て
い
る
例
は
全
国
で
も
珍
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。
社
会
へ
の
功
労
者
で
あ
る
老
人
を
敬
愛
し
、
長
寿
を

祝
福
す
る
と
と
も
に
、
若
年
者
が
高
齢
者
の
福
祉
に
関
心
を

深
め
る
機
会
に
な
る
よ
う
に
と
の
願
い
を
込
め
て
開
催
さ

れ
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
深
く
敬
意
を
表
す
る

も
の
で
す
。 

記　

佐
藤
德
治

　
　

広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
　
　

委
員
長　

佐
藤　

德
治

　
　
　

副
委
員
長　

小
川　

智
也

　
　
　

委　
　

員　

三
谷
幸
一
郎

　
　
　

委　
　

員　

前
野　

由
和

　
　
　

委　
　

員　

都
築　

正
光

【
ご
意
見
や
ご
感
想
は
】

　

大
豊
町
議
会
事
務
局

　

電
話　

７
２

－

０
４
６
８
（
直
通
）
ま
で
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空
き
家 

を
探
し
て
い
ま
す

「
ご
み
ご
み
し
た
都
会
を
離
れ
て
の
ん
び
り
暮
ら
し
た
い
」

「
子
ど
も
を
自
然
の
中
で
の
び
の
び
と
育
て
た
い
」

「
自
給
自
足
の
生
活
が
し
た
い
」

「
古
い
家
に
住
ん
で
自
分
た
ち
で
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
い
」

・
・
・
な
ど
、
田
舎
暮
ら
し
を
希
望
す
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

大
豊
町
で
も
、
毎
日
の
よ
う
に
移
住
希
望
者
か
ら
問
い
合
わ

せ
の
電
話
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
空
き
家

を
探
す
の
は
、
そ
う
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

で
す
か
ら
、
少
し
で
も
多
く
空
き
家

情
報
を
ご
提
供
い
た
だ
き
、

空
き
家
の
有
効
活
用
、

定
住
人
口
の
増
加
、

地
域
活
性
化
、

そ
し
て
ふ
る
さ
と
大
豊
を
守
っ
て
い
く

た
め
に
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

こんな方いませんか？

空き家はあるけど、
荷物をいっぱいに
しちゅうき、
よう片付けれん…

荷物がいっぱいでも
大丈夫！
ぜひご連絡ください。

薪風呂、木製サッシ
など、古い家に住ん
でこだわりのある
暮らしをしたい方
がいます。

修理は入居者で
行う方もいます。
自分たちで
リフォームをし
たい方がいます。

山奥でお風呂も
トイレも外やし、
こんな不便なところ
誰も借りんろう…

床も落ちかけちゅ
うし、リフォーム
してまでよう
貸さん…

移住を希望している人たちは、必ずしも私たちが考えるような「整った環境」、

「すぐに住むことができる家」を求めているとは限りません。
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空き家提供までのながれ

問い合わせ 空き家の提供（賃貸・売却）を希望される方は、
大豊町役場　プロジェクト推進室　移住担当者へご連絡ください。

物件の登録
情報提供

物件提供者から聞き取り調査後、提供していただける物件について、
ホームページに掲載し、情報の提供を行います。

物件の見学 物件の利用希望者に対し、随時見学を実施します。
日程等の連絡調整は、役場担当者で行います。

物件の
交渉・契約

見学後、物件利用希望者から交渉希望の連絡があった場合、物件提供者
に役場からご連絡します。
最初の面談の際は、役場担当者が立会い、スムースな交渉ができるよう
お手伝いします。その後の交渉や契約手続きは当人同士でお願いします。

現地調査 役場の担当者が物件の現地確認にお伺いします。

ご注意：役場は、物件の賃貸や売買に関する交渉、契約に関与することができません。
　　　　万一、契約時・入居中・退去時にトラブルが生じた場合であっても、町は一切の責任を
　　　　負えませんので、その旨を事前にご了承ください。

　 移住するにあたって重要となるのが「家」、そして「仕事」です。

　 田植え、稲刈り、また柚子の収穫時期などに人手が欲しいなど、短期の仕事

情報も大歓迎です。

　 空き家や仕事に関する情報がありましたら、お気軽にご連絡ください。

連絡先・・・大豊町役場　プロジェクト推進室　移住担当
　　　　　　電話　　72 － 1168
　　　　　　IP 電話　⑨ 72 － 1168
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　9月16日、岩原長男会の皆さん
が、カーブミラーの清掃、支障木
の伐採等を行いました。
　カーブミラーの設置・清掃、支
障木伐採など、岩原長男会設立
以来、毎年1回実施しています。
　カーブミラーの清掃では、岩原
にある約70基を洗浄機で1日か
けて清掃しました。
　支障木の伐採も「見通しが良

くなった」と地元の方から大変喜ばれているそうです。

　9月16日、「高知県スポーツ少年団柔道大会」が高知南高校で行
われ、大豊町体育会柔道部の皆さんが優秀な成績を収められました。

団体高学年男子Aチーム　優勝（吉川祐斗・原侑生・秋山稔）
団体高学年男子Bチーム　3位（秋山舞和矢・澤田隆奨・山中省吾）
団体高学年女子　優勝（山中穂乃香・澤田朱音・小笠原玲奈）
個人4年生男子　  3位　吉川祐斗（大杉小）
　　　　　　　 　3位　秋山舞和矢（大杉小）
個人5年生男女混合　準優勝　山中穂乃香（大杉小）　
　　　　　　　　　　　 3位　原侑生（本山小）

個人6年生男女混合　優勝　秋山稔（大杉小）　3位　山中省吾（大田口小）　3位　小笠原玲奈（大杉小）
個人6年女子　準優勝　小笠原玲奈（大杉小）
　おめでとうございます！

　１０月13日、
「香美地区防
犯少年剣道大
会」が行われ、
豊永少年剣道
教室の皆さん
が参加し、優

秀な成績を収められました。

小学生団体の部　準優勝
小学生低学年個人の部　優　勝　岡林華鈴
　　　　　　　　　　　準優勝　酒井智志
小学生高学年個人の部　第3位　西村奨
中学生女子個人の部　準優勝　吉村美玲（大豊町中）

　おめでとうございます！

少年剣士たち大活躍！

　１０月８日体
育の日に、大
豊町中学校体
育館で、社会
福祉協議会主
催の「第３２回

大豊町高齢者・障害者・母子父子寡婦家庭合同運
動会」が開催されました。
　各地区の老人クラブ会員、障害者の方、施設
の方、民生委員やボランティアの方など１９０人が
集まり、４チームに分かれて“土佐の一本釣り”や

“縄ない”などの競技を行い、参加者全員がお互
いに協力しながら競技を楽しみ、笑顔で満ち溢れ
た一日となりました。

第32回大豊町高齢者・障害者・
母子父子寡婦家庭合同運動会

まちのできごと 大豊町公式facebookにも、町のできごとが
掲載されていますので、ご覧ください。

岩原長男会です

体育会柔道部大活躍！
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高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
　
　
　
予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

11
月
12
日
～
25
日
は｢

女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動｣

の
実
施
期
間
で
す

高
知
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
１
２

　

今
年
度
も
、
一
部
公
費
負
担
に
よ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
を
次
の
内
容
で
実
施
し
ま
す
。

【
対 

象 

者
】

　

大
豊
町
民
で
、
接
種
当
日
に
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
方

　

①
65
歳
以
上
の
方　

　

②
60
～
65
歳
未
満
の
方
で
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
に
重
い

病
気
の
あ
る
方
（
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
相
当
の
方
）

【
費　
　

用
】
自
己
負
担
金　

１
，
０
０
０
円

（
残
り
の
接
種
費
用
は
町
が
負
担
し
ま
す
）

※
公
費
負
担
で
接
種
で
き
る
の
は
期
間
中
1
回
だ
け
で
す
。

　

こ
の
制
度
の
対
象
者
で
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
は
、

免
除
証
明
書
の
交
付
を
役
場
本
庁
ま
た
は
総
合
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
受
け
医
療
機
関
に
提
出
す
る
と
、
自
己
負
担
金

が
無
料
に
な
り
ま
す
。

【
実
施
機
関
】
11
月
1
日
～
12
月
末

（
医
療
機
関
の
休
診
日
を
除
く
）

【
接
種
可
能
な
医
療
機
関
】

　

県
内
委
託
医
療
機
関

　

町
内
で
は
次
の
医
療
機
関
に
な
り
ま
す
。

　
　

高
橋
医
院　
　
　
　

☎
74

－

０
２
１
４

　
　

大
田
口
医
院　
　
　

☎
73

－

０
３
３
３

　
　

大
杉
中
央
病
院　
　

☎
72

－

１
０
０
３

【
接
種
方
法
】

　

接
種
を
受
け
る
際
に
は
事
前
に
医
療
機
関
へ
予
約
を
し
、

健
康
保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先 

… 

住
民
課
健
康
づ
く
り
班

　

大
豊
町
で
は
、
75
歳
以
上
の
町
民
の
方
に
、「
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
」
接
種
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
助
成
は

町
内
医
療
機
関
で
接
種
し
た
場
合
の
み
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
助
成
対
象
者
】　

75
歳
以
上
の
大
豊
町
民
で
あ
り
、
十
分
な

意
思
確
認
が
で
き
、
予
防
接
種
を
希
望
す
る
方

※
助
成
回
数
は
生
涯
1
回
の
み

【
接
種
方
法
】　

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
役
場

か
総
合
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
申
請
し
、
助
成
券
を
受
け

取
り
ま
す
。
そ
し
て
町
内
医
療
機
関
に
予
約
を
し
、
助
成
券
、

問
診
票
、
保
険
証
を
持
参
し
て
接
種
を
受
け
ま
す
。
接
種
を

受
け
る
際
に
は
医
療
機
関
に
１
，
０
０
０
円
を
お
支
払
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先 

… 

住
民
課
健
康
づ
く
り
班

　

現
在
、
高
齢
者
の
方
を
対
象
に
、

緊
急
時
に
対
応
す
る
た
め
、
緊
急

ボ
タ
ン
を
押
す
と
警
備
会
社
に
通

報
で
き
る
携
帯
電
話
の
貸
与
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

携
帯
電
話
は
エ
ー
ユ
ー
の
も
の
を
貸
与
し
て
い
ま
す
が
、

エ
ー
ユ
ー
の
電
波
状
態
が
悪
い
地
域
の
方
へ
は
、
新
た
に
ド

コ
モ
の
携
帯
を
貸
与
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】
大
豊
町
に
住
所
を
有
す
る
方
で

・
65
歳
以
上
の
独
居
世
帯
ま
た
は
高
齢
者
（
70
歳
以
上
）

の
み
の
世
帯
の
方

・
身
体
障
害
者
（
手
帳
1
級
ま
た
は
2
級
）
の
み
の
世
帯

の
方
等

問
い
合
わ
せ
先 

… 

住
民
課
福
祉
班

　

暴
力
は
、
性
別
や
年
齢
、
間
柄
を
問
わ
ず
、
決
し
て
許
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

特
に
、
配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、

女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
子
ど
も
さ

ん
が
い
る
場
合
は
、
児
童
虐
待
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の

運
動
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
暴
力
に
よ
る
人
権
侵
害
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

あ
な
た
や
、
あ
な
た
の
周
り
の
誰
か
が
被
害
に
遭
わ
れ
た

と
き
に
は
、
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。女

性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
電
話 

※
年
末
年
始
は
休
み

　

☎
０
８
８

－

８
３
３

－

０
７
８
３

　

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
運
動
は
「
子

ど
も
虐
待
の
な
い
社
会
の
実
現
」

を
目
指
す
運
動
で
す
。

　

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
は
そ
の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
で
あ
り
、
オ
レ
ン
ジ

色
は
子
ど
も
達
の
明
る
い
未
来
を

表
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
一
人
一
人
が
「
子
育
て
に
や
さ
し
い
社
会
」
を
作

る
こ
と
が
、
子
ど
も
虐
待
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
は
子
ど
も
と
家
族
を
あ
た
た
か
く
見

守
り
、
子
育
て
を
応
援
す
る
意
志
の
あ
る
こ
と
を
示
す
マ
ー

ク
で
す
。

　

今
年
度
も
高
知
県
下
に
お
い
て
、
11
月
の
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
を
中
心
に
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
の
輪
を
広
げ
、
み
ん
な
で
「
子
ど
も
虐

待
の
な
い
社
会
」
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

● 

役　
　
　
　

場 

☎ 

72

－

０
４
５
０

● 

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

☎ 

73

－

０
８
１
１

● 

農
業
セ
ン
タ
ー 

☎ 

73

－

０
９
７
８

電　話

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
　

携
帯
電
話
の
貸
与
に
つ
い
て
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「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」が
始
ま
り
ま
し
た

最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

障
害
者
の
法
定
雇
用
率
引
き
上
げ
の
お
知
ら
せ

ご
存
知
で
す
か
！
　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
栽
培
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
に
よ
る

　

糖
尿
病
予
防
教
室
参
加
者
募
集
！

～
正
し
い
食
生
活
を
学
び
糖
尿
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
～

　

10
月
1
日
か
ら
こ
の
法
律
に
基
づ
き
、
大
豊
町
で
は
住
民

課
福
祉
班
が
障
が
い
者
虐
待
に
関
す
る
窓
口
と
な
り
、
相
談

や
通
報
な
ど
の
受
け
付
け
な
ど
、
虐
待
の
早
期
発
見
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
障
が
い
者
を
発
見
し
た
場

合
は
、
住
民
課
福
祉
班
へ
す
ぐ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

障
が
い
者
虐
待
の
防
止
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先 

… 

住
民
課
福
祉
班

　

高
知
労
働
局
で
は
、
県
内
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ

る
「
高
知
県
最
低
賃
金
」
を
改
正
し
、
今
年
10
月
26
日
以
降

分
と
し
て
労
働
者
に
支
払
う
賃
金
は
、

　
「
1
時
間
６
５
２
円
以
上
」
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先 

… 

高
知
労
働
局
賃
金
室

☎
０
８
８

－

８
８
５

－

６
０
２
４

　
　
　
　
　
　
　
　

  

高
知
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
８
８

－

８
８
５

－

６
０
３
１

　

す
べ
て
の
事
業
主
は
、
法
定
雇
用
率
以
上
の
割
合
で
障
害

者
を
雇
用
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
4
月
1
日
か
ら
民
間
企
業
の
法
定
雇
用
率
は
、

「
1.8
％
→
2.0
％
」

問
い
合
わ
せ
先 

… 

高
知
労
働
局
職
業
対
策
課

☎
０
８
８

－

８
８
５

－

６
０
５
２

　
　
　
　
　
　
　
　

  

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
高
知

☎
０
８
８

－

８
７
８

－

５
３
２
８

Ｑ
．「
パ
ー
ト
だ
か
ら
一
律
○
○
円
」
と
賃
金
が
決
め
ら
れ

て
い
る
ん
で
す
が
・
・
・

Ａ
．
事
業
主
は
、
正
社
員
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
者
の
職
務
の
内
容
、
成
果
、
意
欲
、
能
力
、

経
験
等
を
考
慮
し
て
賃
金
を
決
定
す
る
よ
う
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
で
は

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先 

… 

高
知
労
働
局
雇
用
均
等
室

☎
０
８
８

－

８
８
５

－

６
０
４
１

　

第
2
回
「
中
山
間
地
域
に
お
け
る
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
可
能

性
」
説
明
会
〜
適
切
な
整
枝
・
剪
定
が
元
気
な
樹
を
作
る
〜

　

今
年
3
月
に
第
1
回
目
の
説
明
会
、
7
月
に
は
ゆ
と
り
す

と
ベ
リ
ー
農
園
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
四
国
）

で
見
学
会
を
開

催
し
、
い
ず
れ

も
み
な
さ
ま
か

ら
ご
好
評
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
実

際
栽
培
す
る
に

あ
た
っ
て
重
要

な
栽
培
管
理
、
そ
の
な
か
で
も
最
も
重
要
な
作
業
の
一
つ
で

も
あ
る
「
整
枝
・
剪
定
」
に
つ
い
て
現
場
講
習
を
実
施
し
ま
す
。

　

産
・
官
・
学
・
民
が
連
携
し
て
動
い
て
い
る
「
大
豊
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
で

　

糖
尿
病
予
防
や
健
康
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
こ
の

教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

糖
尿
病
予
防
の
た
め
の
正
し
い
知
識
と
食
生
活
改
善
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

【
日
時
】
12
月
4
日
（
火
）

 

　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
2
時
30
分
（
予
定
）

【
場
所
】
総
合
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３
階　

調
理
室
・
会
議
室

【
対
象
者
】
糖
尿
病
予
防
や
健
康
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方

【
参
加
費
】
無
料

【
持
っ
て
く
る
も
の
】

ご
家
庭
の
お
み
そ
汁
（
塩
分
濃
度
を
測
る
た
め
）

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

【
締
め
切
り
日
】
11
月
21
日
（
水
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

… 

住
民
課
健
康
づ
く
り
班

　

平
日　

9
時
〜
22
時

　

土
・
日
・
祝
日　

9
時
〜
20
時

▼
警
察
で
は
、
Ｄ
Ｖ
な
ど
の
相
談
を
24
時
間
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
相
談
の
あ
る
方
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
、
ま
た
は

警
察
本
部
の
総
合
相
談
係
（
＃
９
１
１
０
ま
た
は
０
８
８

－

８
２
３

－

９
１
１
０
）
ま
で
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

行
っ
て
き
た
一
年
間
の
活
動
（
研
究
）
報
告
を
行
い
ま
す
の

で
、
皆
様
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
12
月
9
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
1
時
～
4
時
（
午
後
12
時
45
分
受
付
）

【
場
所
】
大
豊
町
総
合
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
剪
定
の
現
場
講
習
会
は
怒
田
で
行
い
ま
す
。

【
主
催
】
大
豊
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
検
討
会

（
構
成
員
：
高
知
大
学
、
大
豊
町
、
高
知
県
農
業
技
術
セ
ン

タ
ー
果
樹
試
験
場
、
嶺
北
農
業
改
良
普
及
所
、
高
知
県
工
業

技
術
セ
ン
タ
ー
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
四
国

㈱
、
㈱
大
豊
ゆ
と
り
フ
ァ
ー
ム
）

■
お
越
し
い
た
だ
い
た
方
に
は
抽
選
で
10
名
様
に
、
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
の
苗
木
（
ミ
ス
テ
ィ
ま
た
は
オ
ニ
ー
ル
2
年
生

苗
）
を
差
し
上
げ
ま
す
。

■
圃
場
で
剪
定
講
習
を
行
い
ま
す
の
で
、
動
き
や
す
い
服
装

で
お
越
し
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先 

… 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
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特定健診を必ず受けましょう！
40 歳から 74 歳の国保加入者の方へ

医療機関で特定健診が受けられるのは
11月30日まで　残り1か月！　

受診しないでいると・・・
　●生活習慣病が進んでいても気づかず、

重症になっている可能性も…。
　●受診率が低いと、ペナルティーが課

され国保税が増になる可能性も…。

受診すると・・・
　○今の健康状態を知ることができる。
　○必要に応じて指導が受けられる。
　○生活習慣病の予防につながる。

全国でも、医療費にかかる金額が大きい「大豊町国保」、
増やすか減らすかは、皆さんの健康への意識にかかっています！

ま
～
る
！

ブ
ッ
ブ
～
！

～子宮がん・乳がん検診無料クーポン券について～
　今年度、子宮がん・乳がん検診の無料クーポン券利用対象者となっている方には、6 月末に書類を
お送りしています。
　有効期限は、12月末までです。
　子宮がん・乳がんの早期発見 健康チェックに、ぜひご利用ください。

問い合わせ先  … 住民課健康づくり班

　町民の代表を選ぶ大事な選挙です。棄権せずに投票しましょう！
【告示日】 11月20日（火）　　【投票日】 11月25日（日）午前7時～午後6時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　※第2（西峰）・第8（奥大田）投票所は、午後5時まで

当日、仕事や用事がある方は期日前投票を！
【期日前投票日】　　　　　　　　　　【該当投票所】　　　　　【場所】
　11月21日（水）～24日（土）　　　　全投票所　　　　　　　　農工センター（高須）
　11月22日（木）～23日（金）　　　　第1～8投票所　　　　　 総合ふれあいセンター（黒石）

問い合わせ先  … 大豊町選挙管理委員会

11月25日(日)は町長選挙および町議会議員補欠選挙（定数1名）の投票日です
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教育委員会
　　　だより

　２０１２年の運動会１０月に入り、大豊町内の小学校・保育所と
の合同の運動会が行われました。今年は、台風の影響をうけ、日程が
延期となりましたが、テーマにむかって全力でがんばる
子ども達の姿は輝いていました。地域の皆さまのあた
たかい応援、ありがとうございました。

大
杉
小
学
校

大
杉
保
育
所

大
豊
小
学
校

豊
永
保
育
所

大
田
口
小
学
校

大
田
口
保
育
所

　

九
月
二
十
九
日
、
一
じ
か
ん
め
に
、
う
ん
ど
う
か
い
の
れ
ん
し
ゅ
う
が
あ
り
ま

し
た
。
マ
ス
ト
を
の
ぼ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
マ
ス
ト
が
に
が
て

で
し
た
。
は
ん
ぶ
ん
ま
で
し
か
の
ぼ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

じ
ぶ
ん
の
ば
ん
が
き
て
、
白
ぐ
み
の
あ
い
り
ち
ゃ
ん
と
の
ぼ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

一
か
い
、
じ
ゃ
ん
ぷ
し
て
、
あ
し
を
う
ご
か
し
て
の
ぼ
り
ま
し
た
。
あ
し
が
す

こ
し
す
べ
り
ま
し
た
。
て
は
し
っ
か
り
つ
か
ん
で
い
ま
し
た
。
大
の
先
生
が
、
あ

し
を
も
ち
上
げ
て
く
れ
た
の
で
、
は
ん
ぶ
ん
ま
で
、
の
ぼ
り
ま
し
た
。
す
ぐ
に
は
、

ら
っ
ぱ
を
な
ら
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
は
ん
ぶ
ん
ま
で
い
け
た
け
ど
、
そ
れ
か
ら
の

ぼ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
す
こ
し
あ
き
ら
め
ま
し
た
。
で
も
、
マ
ス

ト
に
へ
ば
り
つ
い
て
い
ま
し
た
。
た
け
に
し
っ
か
り
つ
か
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

あ
か
ぐ
み
の
み
ん
な
が

「
あ
か
ね
ち
ゃ
ん
、
が
ん
ば
れ
。」

と
、
い
っ
て
く
れ
た
の
で
、
あ
し
を
う
ご
か
し
て
な
ん
と
か
の
ぼ
れ
ま
し
た
。

　

て
を
か
た
ほ
う
だ
け
の
ば
し
て
の
ぼ
っ
て
、
ら
っ
ぱ
を
な
ら
し
ま
し
た
。
ぴ
ぽ

ぴ
ぽ
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
も
え
ち
ゃ
ん
に
、
た
っ
ち
し
て
あ
か
ぐ
み
の
み

ん
な
と
も
た
っ
ち
し
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、

「
や
っ
た
。
の
ぼ
れ
た
よ
。」

と
い
い
ま
し
た
。

　

だ
い
う
ん
ど
う
か
い
で
も
の
ぼ
れ
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◆日本人には昔から
おなじみの大豆で
すが、今では、日
本型食生活の代表

的な健康食材として世界で食べられています。低カロリーで良質なタンパク
質を始め、大豆に含まれる栄養素の健康効果が研究されており、生活習慣病
予防効果が注目されています。

◆今回は、そんな大豆とともに大豊の特産品である銀不老やひじきを使った和風カレーを紹介しますので、ぜひ
作ってみてください。

ゆでた大豆 ……………………   30g
ゆでた銀不老 …………………   30g
鶏もも肉 ……………………… 100g
玉ねぎ ………………………… 100g
人参 ……………………………   40g
じゃが芋 ………………………   60g
戻したひじき …………………   30g
鰹だし ………………………… 500ml
　　小麦粉 ………… 大さじ1・1/2
Ａ　カレー粉 ……… 　〃　1
　　サラダ油 ……… 　〃　1
　　しょう油 ……… 大さじ1・1/2
B　 砂糖 …………… 大さじ3/4
　　塩 ……………… 小さじ1/6
ご飯 …………………………… 300g

◎ 大豆と銀不老の和風カレー
■	材料（約2人分）

エネルギー …… 556kcal 脂質 …… 15.2g
たんぱく質 …… 18.1g 鉄 ……… 3.4mg
カルシウム …… 97mg 塩分 …… 2.2g

1合分の
栄養量

■	作り方   
①鰹だしをとっておく。人参、玉ねぎ、じゃが芋は乱切りにしておく。
②鶏もも肉は一口大に切り、塩・こしょう（分量外）をしてなじませた後、

小麦粉（分量外）をふりサラダ油でこんがり焼く。
③鰹だしに野菜と鶏肉を入れて、アクを取りながら20分位煮込む。
④フライパンにAの材料入れてよく混ぜ、弱めの中火で焦がさないよ

うに、木べらで混ぜながら、全体にとろみが付くまでゆっくり炒める。
⑤④に③の汁を少量加えて少しルーをゆるめる。
⑥③の野菜煮込みに⑤のルーを加え、大豆と銀不老、ひじき、Bの調

味料（砂糖はハチミツに変えてもOK）を加え10分位煮込み、全体
にとろみが付いたら出来上がり。

大豊町食生活改善推進協議会
（住民課健康づくり班内）

問い合わせ先

本山署交通課　アドバイザー　上池　☎76－	０１１０
香美署交通課　アドバイザー　坂本　☎52－	０１１０交通安全ニュース

　秋の行楽シーズン到来で、紅葉を観に来
られる道路状況に不慣れな車が増えます
ので、道路横断中の注意をしましょう。

【まみむめもで事故防止】
（待つ）車がきていれば、待つ・（見る）横断
する前によく見て、左右の安全確認・（無理
をしない）危険な近道よりも安全な場所で・

（目立つ）夜間外出は反射材や明るい目
立つ服装で・（もう一度）道路中央でもう一
度左側の安全確認

香美署管内連絡便

秋の全国交通安全運動　終了
～ご協力ありがとうございました～

役場職員の皆さんによる『人文字看板』　9/21（金）

　今年もたくさんのご協力のもと、滞りなく各種交通安全活
動を実施することができました。急な依頼にも、快く引き受
けて下さった有志の方々に、心より感謝申し上げます。今後
とも、交通事故防止の為に、ご指導、ご鞭撻をよろしくお願
い申し上げます。　ありがとうございました。　　　　　　

ドライバーに良い緊張感です。

←高齢者１万人訪問
　岩原地区　9/26（水）

←安全運転競
　技会
　9/25（火）
　本山旧自動
　車教習所跡

交通安全のトイレット
ペーパー使うてや！

行
楽
シ
ー
ズ
ン
到
来

　一方に注意が向けば他方は不注意になるなど、
不注意は、注意を保つ・・・という反応のなかで
必然に生じる現象です。
　「不注意を無くすことは本質的に出来ない」こと
を認識することが必要です。

《注意と不注意は表裏一体》
左の図を四つの矢印をデザイン
した図形だと判断した人は、黒
い部分にある H の図形に気付
きません。
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情報

こうち出会いのきっかけメルマガ

平成25年度公立学校臨時教員募集

　高知県少子対
策課では、「素
敵な出会いがあ
れば、そろそろ
結婚・・・」と
考えている方を
応援するため、
独身者の「出会いの場となる」イベントや、婚活サポー
ターなどの情報をタイムリーにお知らせするメルマガ
を配信しています。
　イベント情報を入手した時点で、随時情報を配信し
ますので、ぜご活用ください。

登録方法 　

【PCから】 高知県ホームページの「メールマガジン」
　　　　  から登録　

http://www.pref.kochi.lg.jp/mailmaga/

【携帯から】 下記あてに空メールを送信
kochi-deaiouen@ken3.pref.kochi.lg.jp

こうち出会いのきっかけ応援サイトもご覧ください。
http://www.pref.kochi.lg.jp/~deaiouen/

問い合わせ先 　高知県地域福祉部少子対策課
　☎088－823－9717

職 　 種 　

【常勤講師】小・中学校、県立学校の産休・育休・病休
　　　　　　等の補充教員
【非常勤講師】小・中学校の教科、高等学校の教科・
　　　　　　　科目の授業時間だけ勤務

雇用期間 　

【常勤講師】産休・育休・病休等の補充の期間
（最長約1年間）

【非常勤講師】最長約1年間、週当たり数時間から十
　　　　　　　数時間

応募資格  採用時において有効な教員免許状（臨時
免許状を含む）を有する者

提出期間  平成25年度4月初旬の採用を希望され
る場合は、平成25年3月4日までに出願
してください。

　　　　　　年度途中の採用については、平成25年3
月5日以降も出願を受け付けています。

提出先・問い合わせ先
　高知県教育委員会事務局
　　　教職員・福利課　人事企画担当
　　　　　　　　　　　　　☎088－821－4903

<無料>法律・行政相談

日 時 　12月4日（火）　午前10時～正午

場　所 　総合ふれあいセンター　3階　会議室

申し込み方法   法律相談（予約制）を希望される方は、
　　　　　　　社会福祉協議会 ☎⑨73－1200まで

　（申し込み多数の場合は先着順）
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ゆとりすと カレンダー 11月・12月
11 月　霜月　Nobember

1 木 永渕神楽・百手
2 金 よちよち・ふれあい広場（ふれあいセンター）10:00 ～ 12:00

3 土
 文化の日

大豊町民文化祭
庵谷御神幸

4 日
5 月

6 火 歯みがき・栄養教室（大田口保育所）　　犬猫の相談日
健康あっぷ教室（川口南公会堂 10:00 ～　天坪地区複合集会所 14:00 ～）

7 水 歯みがき・栄養教室 ( 豊永保育所） 立冬

8 木 行政相談（ふれあいセンター）10:00 ～ 12:00
歯みがき・栄養教室 ( 大杉保育所）

9 金  秋の全国火災予防運動（15 日まで）
10 土
11 日
12 月
13 火 健康あっぷ教室（川口南公会堂 10:00 ～　天坪地区複合集会所 14:00 ～）
14 水 立川無医地区診療
15 木 すこやか健診（ふれあいセンター）13:00 ～

16 金

第3回　四国三郎吉野川源流・利水域交流美術展覧会（農工センター）※～19日まで

17 土 いくちゃんのはつらつ健康運動教室（ふれあいセンター）14:30 ～
18 日 四国ジビエグルメフェスタ（ゆとりすとパーク）※詳しくは裏表紙をご覧ください。
19 月

20 火
大豊町長選挙・大豊町議会議員補欠選挙告示日
久寿軒無医地区診療
健康あっぷ教室（川口南公会堂 10:00 ～　天坪地区複合集会所 14:00 ～）

21 水
22 木 犬猫の相談日 小雪
23 金  勤労感謝の日
24 土
25 日 大豊町長選挙・大豊町議会議員補欠選挙投票日
26 月
27 火 西峰無医地区診療
28 水

29 木 献血　大豊町役場前　9:45 ～ 11:45
　　　大杉中央病院前　13:30 ～ 15:30

30 金 固定資産税（3期）・国民健康保健税（5期）納付期限

12 月　師走　December
1 土 いくちゃんのはつらつ健康運動教室（ふれあいセンター）14:30 ～
2 日
3 月
4 火 無料法律相談（ふれあいセンター）10:00 ～ 12:00 人権週間（10 日まで）
5 水 人権相談（農工センター）10:00 ～ 15:00
6 木 行政相談（ふれあいセンター）10:00 ～ 12:00
7 金  大雪

特
選

山
﨑
俊
幸

「
ス
ゴ
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イ
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」

山
﨑
俊
幸
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ー
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再生紙を使用しています

広報がゆく！
　10 月 6 日、「岩原夢

む

描
かい

田
だ

会
かい

」
と高知大学との共動事業「第 2
回棚田のともしび提灯つり」の
イベントが開催され、今年は去
年の倍、1200 個の
提灯とキャンドルが
岩原の棚田を彩りま

した。岩原地区では初盆と翌年の 2 年、家からお墓ま
での道に提灯をつるして、故人を偲ぶ風習があります。

「岩原の歴史、人との想いがあって今がある」
地元の方と高知大生がともに準備し、このような想い出
 （MEMORY）となって棚田に浮かび上がりました。

お山のてっぺんで
おいしい！
たのしい！
に出会おう！

お山のてっぺんで
おいしい！
たのしい！
に出会おう！

アトラクション
10:00～　
　オープニングセレモニー
10:00～14:00
　利き肉コンテスト
11:00～16:00
　ライブミュージック
　間伐材を利用した木工教室
　クリスマスクラフト教室
　鹿の食害パネル展示
　ジビエ加工食品展示および試食
　鹿の食害資料閲覧コーナー
1０:00～15:00　
　猟師さんによる的打ち体験
15:00～　餅投げ

イベントのお問い合わせは…
　☎ 0887－72－0700
　　 （ゆとりすとパークおおとよ）

大　人　500円
中高生　300円
※当日は小学生以下は無料

入
園
料

鹿肉の竜田揚げ、猪のラグー、
合鴨ラーメン、自家製チーズ、自家燻製
のレンチルと猪ソーセージなど、
各店自慢のメニューが勢ぞろい！

～第 2回棚田のともしび　提灯つり～


